
先
進
的
な
活
動
事
例
の
解
説
も
環
境
セ
ミ
ナ
ー
開
催

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
認
証
制
度
セ
ミ
ナ
ー
印
刷
技
術
の
標
準
化
推
進

　

日

時
か
ら
は
Ｊ
Ｐ
Ｍ

Ａ
主
催
で
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　

Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
認
証
制
度
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
る
。
会

場
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
会

議
棟
６
０
８
会
議
室
で
、
時

間
は

時
か
ら

時
ま
で
。

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

準
拠
ジ
ャ
パ
ン
カ
ラ
ー
枚
葉

印
刷
用
２
０
１
１
」
に
つ
い

て
の
紹
介
の
ほ
か
、
印
刷
、

プ
ル
ー
フ
に
関
す
る
四
つ
の

認
証
の
解
説
が
行
わ
れ
る
。

定
員
は
１
０
０
人
で
参
加
費

は
無
料
。

　
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
Ｃ
ｏ
ｌ

ｏ
ｒ
認
証
制
度
」
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

国
際
標
準
に
準
拠
し
、
日
本

の
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷
に

お
け
る
印
刷
色
の
標
準
で
あ

る
「
枚
葉
印
刷
用
ジ
ャ
パ
ン

カ
ラ
ー

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
Ｃ

ｏ
ｌ
ｏ
ｒ

」
に
基
づ
い
て

認
証
を
行
う
。
こ
の
基
準
色

は
印
刷
技
術
の
標
準
化
を
推

進
し
、
印
刷
品
質
の
安
定
と

生
産
性
向
上
を
目
指
す
ツ
ー

ル
と
し
て
、
打
ち
出
さ
れ
た

も
の
だ
。

　
現
在
は
認
証
ス
タ
ー
ト
時

の
基
準
で
あ
っ
た
「
枚
葉
印

刷
用
ジ
ャ
パ
ン
カ
ラ
ー
２
０

０
７
」
を
改
訂
し
た
「
Ｉ
Ｓ

Ｏ
準
拠
ジ
ャ
パ
ン
カ
ラ
ー
枚

葉
印
刷
用
２
０
１
１
」
が
使

わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
認
証
制
度
事
業
は
Ｊ

Ｐ
Ｍ
Ａ
、
基
準
色
な
ど
の
教

育
普
及
・
調
査
研
究
は
日
本

印
刷
学
会
が
行
っ
て
い
る
。

同
制
度
は

年

月
か
ら
、

導
入
に
向
け
て
の
検
討
が
始

ま
り
、

年
に
「
標
準
印
刷

認
証
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

今
年
９
月
か
ら
は
「
マ
ッ
チ

ン
グ
認
証
」
「
プ
ル
ー
フ
認

証
」
「
プ
ル
ー
フ
機
器
認

証
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る

「
標
準
印
刷
認
証
」
は
印
刷

会
社
が
対
象
で
、
印
刷
機
械

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
数
値
管

理
な
ど
に
よ
っ
て
、
安
定
し

た
品
質
の
印
刷
物
を
作
成
で

き
る
工
程
管
理
能
力
を
認
証

す
る
。
こ
れ
ま
で
に

工
場

が
取
得
し
て
い
る
。

　
「
マ
ッ
チ
ン
グ
認
証
」
は

「
標
準
印
刷
認
証
」
を
取
得

し
た
印
刷
会
社
が
対
象
。
高

度
な
カ
ラ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

技
術
を
駆
使
し
て
、
印
刷
物

の
色
を
基
準
値
の
許
容
幅
に

適
合
さ
せ
る
能
力
を
認
証
す

る
。

　
一
方
、
「
プ
ル
ー
フ

出

力
物
見
本

運
用
認
証
」
は

プ
ル
ー
フ
機
器
を
実
際
の
現

場
で
正
し
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

し
、
適
正
に
運
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
印
刷
用
途
に
使
用

で
き
る
信
頼
性
の
高
い
プ
ル

ー
フ
を
安
定
的
に
出
力
で
き

る
能
力
な
ど
を
認
証
す
る
。

デ
ザ
イ
ン
会
社
や
印
刷
会
社

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
「
プ
ル
ー
フ
機
器
認

証
」
は
信
頼
性
の
高
い
プ
ル

ー
フ
を
安
定
的
に
出
力
で
き

る
能
力
を
も
っ
た
機
器
自
体

を
認
証
す
る
。

　
こ
の
認
証
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ラ
ー

印
刷
の
品
質
向
上
だ
け
で
な

く
、
印
刷
物
の
発
注
者
、
ク

リ
エ
イ
タ
ー
か
ら
の
色
再
現

要
求
に
対
し
て
発
生
し
て
い

た
修
正
や
刷
り
直
し
な
ど
を

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ

ｒ
認
証
の
導
入
は
印
刷
回
数

や
イ
ン
ク
使
用
量
の
削
減
を

可
能
に
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
印

刷
産
業
界
に
と
っ

て
、
環
境
負
荷
低

減
の
た
め
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
だ
と

い
え
る
。

　
今
回
の
Ｉ
Ｇ
Ａ

Ｓ
で
は
、
こ
の
無

料
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ

か
に
も
東
６
ホ
ー

ル
の
主
催
者
企
画

特
設
展
示
ゾ
ー
ン

に
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
認

証
制
度
ブ
ー
ス
」

を
設
置
し
、
制
度

の
紹
介
を
行
う
。

　

日

時
か
ら
日
本
印
刷

産
業
機
械
工
業
会

Ｊ
Ｐ
Ｍ

Ａ

の
主
催
で
「
環
境
セ
ミ

ナ
ー
―
印
刷
業
界
が
取
り
組

む
べ
き
環
境
対
応
と
そ
の
目

指
す
と
こ
ろ
―
」
が
開
催
さ

れ
る
。
会
場
は
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
会
議
棟
６
０
５
会
議

室
。参
加
費
は
無
料
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
２
部
構
成

で
、
第
１
部
は
印
刷
技
術
に

関
す
る
国
際
規
格
を
作
る
国

際
標
準
化
機
構

Ｉ
Ｓ
Ｏ

の
委
員
会
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／

Ｔ
Ｃ
１
３
０
の
元
国
内
委
員

会
事
務
局
、
田
尾
玄
治
氏
が

「
印
刷
産
業
機
械
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
算
定
基
準

に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演

を
行
う
。

　
自
動
車
や
家
電
製
品
と
同

様
に
、
印
刷
産
業
界
に
お
い

て
も
、
省
エ
ネ
に
関
す
る
統

一
基
準
策
定
、
よ
り
一
層
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
削

減
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
講
演
で
は
２
０
１
０

年
、
こ
う
し
た
状
況
を
背
景

に
実
施
さ
れ
た
「
印
刷
産
業

機
械
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
算
定
基
準
に
関
す
る
調

査
研
究
」
の
内
容
が
紹
介
さ

れ
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
第
２
部
の
「
何

の
た
め
に
環
境
対
応
活
動
を

行
う
の
か
？
」
で
は
Ｊ
Ｐ
Ｍ

Ａ
技
術
委
員
会
の
技
術
情
報

分
科
会
主
査
で
、
富
士
フ
イ

ル
ム
の
森
本
恭
史
氏
が
環
境

問
題
に
対
す
る
向
き
合
い
方

や
成
果
に
つ
い
て
、
日
本
や

欧
州
の
印
刷
業
界
で
の
先
進

的
な
活
動
事
例
な
ど
を
考
察

し
な
が
ら
解
説
す
る
。
定
員

は
１
０
０
人
。

　
こ
の
ほ
か
、
環
境
関
連
で

は
東
１
ホ
ー
ル
の
主
催
者
企

画
特
設
展
示
ゾ
ー
ン
「
環
境

コ
ー
ナ
ー
」
に
日
本
印
刷
産

業
連
合
会

Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ｉ

、

Ｊ
Ｐ
Ｍ
Ａ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

ク
リ
ー
ン
プ
リ
ン
ト
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
サ
ス
テ

ィ
ナ
ブ
ル
時
代
に
対
応
す
る

印
刷
産
業
に
向
け
て
の
展
示

を
行
う
。

ＩＧＡＳ２０１１
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